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徳冨蘆花記念文学館で

蘆花忌を執り行いました

９月１８日は徳冨蘆花の命日でした。
今年度も蘆花祭は中止となりましたが、
文学館では、蘆花の代表作「不如帰」
にちなみ、白いほととぎすの花を供え、
故人を偲びました。

参加者募集

渋川市フードドライブを実施します！

世代間交流館開館カレンダー

日 曜日 予定
1 土  休館
2 日  休館
3 月 コツコツ貯筋体操

4 火 みんなの広場

5 水

6 木 みんなの広場・コツコツ貯筋体操

7 金 シニア筋力ぐんぐん教室

8 土  休館
9 日  休館
10 月  コツコツ貯筋体操
11 火  みんなの広場・みんなの相談室
12 水

13 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
14 金

15 土  休館
16 日  休館
17 月  コツコツ貯筋体操
18 火  みんなの広場
19 水

20 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
21 金

22 土  休館
23 日  休館
24 月  コツコツ貯筋体操
25 火  みんなの広場
26 水

27 木  みんなの広場・コツコツ貯筋体操
28 金

29 土  休館
30 日  休館
31 月  コツコツ貯筋体操

開催日程：１０月２４日(月)～１０月２８日(金)
受付時間：午前９時～午後５時
受付場所：伊香保公民館 他５公民館
受付食品：未開封のもの・常温保存が出来るもの

賞味期限が１か月以上あるもの
包装や外装に破損がないもの 等

伊香保地区人口(８月末現在)

男性：１，１８８人

女性：１，３３８人

合計：２，５２６人

いかほ公民館通信

〈成人学級 館外研修③〉

県立自然史博物館
企画展「宇宙への挑戦 seasonⅡ」

開催日時：１１月１０日（木）
午前９時２０分～午後３時１５分(予定)

発着場所：伊香保体育館駐車場
行 先：群馬県立自然史博物館（富岡市）

→道の駅甘楽（甘楽町）
※ 昼食は各自

対 象：伊香保地区在住･在勤の方
定 員：１０名（先着順）
参 加 費：１,０００円(観覧料･保険料)

「秋の市民ハイキング」と「館外研修」は伊香保公民館
へお申し込みください。（窓口又は電話、ＦＡＸ）

電 話：７２－５７７７ (平日 8:30～5:15)
Ｆ Ａ Ｘ：７２－５７６６
申込期間：１０月６日(木)～１０月２１日(金)

※ 氏名、住所、電話番号、生年月日を伝えてください。

〈秋の市民ハイキング〉

御岳山ハイキング
開催日時：１１月７日（月）

午前7時３０分～午後６時３０分(予定)
発着場所：伊香保体育館駐車場
行 先：御岳山（東京都青梅市）※行程約６㎞
対 象：伊香保地区在住･在勤の方
定 員：１０名（先着順）
参 加 費：1,330円(ケーブルカー乗車料･保険料)
持 ち 物：弁当(昼食)･飲み物･ビニールシート･

歩きやすい靴 等

〈 世代間交流館 開館日時 〉
平日の月・水・金…13：00～17：00
平日の火・木…10：00～12：00、13：00～17：00

〈 上記事業の開催時間 〉
みんなの広場 … 10：00～12：00
コツコツ貯筋体操…10：00～11：30

※ 新型コロナの感染状況等や天候等により、中止や延期となる場合もありますので、ご了承ください。

フードドライブとは、家庭などで余った食
品を持ち寄り、福祉団体などを通じて、必要
とする方々へ寄付する活動です。
ご家庭等で食べきれない食品があれば、

ぜひお持ちください。

◆詳しくは、市ＨＰ又は広報しぶかわ１０月１日号をご覧ください！

《会場は世代間交流館です。当日参加できます。》

日時：１０月７日（金）

午前９時３０分～１１時

所管：介護保険サポーター

日時：１０月 11 日（火）

午前１０時～１１時

金島伊香保地域包括センターの
職員がご相談をお受けします。
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